境界確認書　チェックシート
	提出書類
	チェック項目
	☑
	部数

	・境界確認申請書
	申請者は申請地に隣接する土地所有者もしくは適格者か。（※下記参照）
	□
	1

	
	申請年月日は記入されているか。
	□
	

	
	申請者の住所氏名が記入され、押印されているか。
（法人の場合は会社名及び代表者が記入され、代表者印が押印されているか。）
	□
	

	
	申請地（町有地）の地番等が記入されているか。
（地番が無い場合は○○地先と記載。）
	□
	

	
	当該申請地に隣接している地番等が記入されているか。
	□
	

	
	申請理由が記載されているか。
	□
	

	添　　付　　書　　類
	【代理申請の場合】
・委任状
	申請者の住所氏名が記入され、押印されているか。
	□
	1

	
	
	委任された権限内容が適切に記載されているか。
	□
	

	
	・位置図、案内図
	申請地が図示されているか。
	□
	1

	
	・公図転写図
（関係土地全てを含む広範囲のもの）
	転写年月日が記載された直近（３ヶ月以内）のものか。
	□
	1

	
	
	縮尺、方位の記載があるか。
（縮尺不明の場合は、その旨記載）
	□
	

	
	
	関係土地所有者全員の氏名が記載されているか。
	□
	

	
	
	境界確認箇所が明記されているか。（赤で記入）
	
	

	
	
	地積測量図の有無が記載されているか。
（ある場合、赤で（測）等と記入）
	□
	

	
	・土地所有者一覧表
	関係土地所有者全員の記載があるか。
	□
	1

	
	・登記事項証明書
	直近（３ヶ月以内）のものか。（写しの場合は原本証明）
	□
	1

	
	・実測図
	境界確定図を基に現地を実施し、図面と相違（杭の亡失、点間距離の誤差等）があればご相談ください。
	□
	2

	
	【相続の場合】
	相続関係図
	□
	1

	
	
	戸籍謄本（写し）※要原本確認。
	□
	1

	
	
	本籍記載の住民票（写し）※要原本確認。
	□
	1

	
	
	遺産分割協議書等（写し）※要原本確認。
	□
	1

	
	【法定代理人等の場合】
	証する書類（写し）※要原本確認。
	□
	1


適格者とは･･･
ア  法人が土地所有者の場合は代表者。ただし、法人が解散又は倒産した場合は、清算人又は管財人等。
イ  共有地の場合は、原則として共有者全員。
ウ  土地所有者が死亡している場合は、原則として相続人全員。
エ  土地所有者が未成年者や成年被後見人などの制限行為能力者の場合は、法定代理人（親権者・後見人等）。
オ  公共事業施工のため境界確定を必要とする場合は、施工主体の国、地方公共団体、その他公的機関。その際は、当該公的機関の代表者を申請者とし、土地所有者の委任状は不要とする。ただし、境界の同意については、土地所有者全員分が必要とする。
カ  上記ア～エの規定にかかわらず、土地所有者に代わって事務の一部を代理　する場合は、その代理者が依頼書に「委任状（様式第　号）」を添付のうえ、委任状に記載の事務を行うことができる。
上記オの場合は、 公的機関代表者から代理者に対する委任状とする。
1

